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福田� 同期は見られなかった。�

田丸� ホタルはどうやってコミュニケーションしている

のだろうか。たとえば，違う虫かごでも同期する

のか。仕切りがあっても同期するのか。彼らはど

のようにコミュニケーションしているのか。関係

するのは音なのか光なのか距離なのか，そのよう

なものを調べると面白い。�

� � � せっかく動画を撮っているので，画像処理などを

利用すればいろいろと調べることができそうだ。

精度が上がるかもしれない。今後の研究に期待す

る。�

渥美� 素晴らしい発表だった。発光感覚の精度をもっと

よくすると面白い。それが実験誤差なのか本当な

のかを深く追及してもらいたい。�

市川� 今後ＤＮＡなどを調べたいとある。頑張ってほし

い。�

�

【天草高校からの報告・説明②：ＳＳＨ事業概要説明】�

井上� 天草高校ＳＳＨ概念図で説明する。研究開発課題

を５年間で達成したい。天草高校のＳＳＨの特徴

は，地域の豊かな自然環境に支えられるものだが，

工学や理学でも研究し，面白いものが見つかるか

もしれないと期待している。教育課程開発及び「授

業改革」「課題研究」「人材育成」の３つの柱で地

域のリーダーを育てたい。�

□教育課程の開発�

天草サイエンスⅠⅡⅢで，課題研究を進める。�

数科学探究ⅠⅡでは，理科・家庭科・地理などと

連携して数学的視点で研究する合教科型授業を

行う。２・３年の理系で実施。数学Ⅱ・数学Ｂ・

数学Ⅲの教科書を活用する。�

□授業改革�

� � � 指導教諭の松田を中心にＡＬ型授業を広め，多く

の教員がＡＬ型授業を行い始めている。反転授業

も実験的に実行した。遠隔授業についてはＮＴＴ

と連携し，光通信を導入する計画がある。大学や

企業と連携していきたい。�

� � □課題研究の充実�

科学部だけでなく，天草サイエンスでも行ってい

く。防災の研究も入っており，１年生の研究で防

災の研究を行う班もある。天草地域を科学的視点

で見るともっと面白いことがありそう。�

□人材育成�

海外体験プログラムを来年度ぜひ行いたい。海外

と共同研究ができないかと考えている。天草地域

には起業プログラムがあり，天草宝島起業塾では

京都大学の先生をお招きして，起業の支援をして

いる。本校でも科学技術での起業可能性を模索し

ている。�

□学校設定科目の進捗状況�

天草サイエンスⅠでは，天草学連続講義として

８本の講義を聴いた。地域課題についてよく知ら

ない子どもたちが講義を聴いて，地域の課題につ

いて理解を深めるなど一定の成果があった。�

これから行うグループ研究では中間発表・成果発

表など２度の発表を行う。子どもたちに多くの発

表経験を積ませたい。天草サイエンス履修者全員

にＳＳＨの効果が得られるようにしたい。�

天草の課題として，少子高齢化と人口減少しか浮

かばなかった子どもたちが，連続講義後は自然科

学的視点の課題意識が増えてきた。連続講義には

大学の先生の講義もあり，子どもたちにどれくら

い理解できるのかは不安だったが，身近な話であ

ったので，生徒にも入りやすく，理解が進んだ。�

現在生徒はグループを作って，研究に着手している。

人文系・理科系どちらのテーマもある。�

□地域を科学する具体例�

地域を見つめなおすと面白いことができる。次年

度天草サイエンスⅡに向けた科学部の先行モデ

ル研究を紹介する。�

・ボーリングコア資料を用いた古環境解析�

・佐伊津層を対象とした複合的研究�

・植物の昼寝現象に着目した光合成の研究�

・天草に生息しているホタルの研究�

１学期はこのようなことを行っている。ＳＳＨで

未来を担う人材を育てていきたい。�

� � □その他�

韓国土坪高校・マレーシアの大学との交流はまだ

進んでいない。�

朝課外を自学にできないか検討中。�

ＡＬ・反転授業の研究中。�

特別記念講演会（東京大学横山教授）を実施した。

よかったという感想あり。�

科学系イベントにどんどん出場していきたい。�

地元の中学校からポスター発表の依頼があった。

ぜひ参加したい。�

�

�

【研究協議：天草高校のＳＳＨ事業の方向性について】�

＜ＳＳＨ全体について＞�

渡邉� 学習指導要領の改訂時期である。キーワードの１

つにカリキュラムマネジメントがある。このＳＳ

Ｈはカリキュラムマネジメントとしてちょうどよ

いタイミングであると考える。�

通常の授業の学びと，課題研究はどのように関連

付けるのか。相乗効果で学力を高めていきたいと

あるが，その辺はどうなっているか�

井上� 連続講義からグループ研究を行うことで現在，教

科横断的に学んでいる。これを理科の専門科目で

縦に学んでいく。今までのカリキュラムでは，ま

ず縦に学び，最後に横断的に学ぶのが主流だが，

これを逆にしている。課題研究を行い，さきに横

断的な学びを行い，その後縦に学んでいく。�

渡邉� 縦横の関係（先に横・次に縦という流れ）はとて

もよい。今すぐにではなくでも，今後学んでいく

中で縦と横が意識できてくればよい。�

市川� 地域を科学する具体例で科学部の話があったが，

科学部はＳＳＨの計画全体のどこにあたるか。�

井上� ポンチ絵の「課題を活かす取り組み」に含まれる。

ポンチ絵自体には記述がないが，事業計画書の中

には入っているので今回の発表に取り上げた。�

�

＜天草サイエンスⅠについて＞�

渥美� 部下が天草高校で授業を行った。ケーブルテレビ

で放送されて内容を見た。生徒が授業を聴いてど

のように変わったかを調べてほしい。よかった点

はもちろんだが，問題点なども調べてほしい。�

おとなしい天草の子どもたちがどのように変わ

っていったかを調べ，あとのフォローをしっかり

行ってほしい。様々な講義がどのような影響を与

えたかを解析していただきたい。�

牛田� 大事なご指摘である。今後求められるのが成果で

ある。ＳＳＨは５年間の指定だが，３年で中間評

価が行われる。１つ１つの事業での生徒の変容（ア
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２� 場所：熊本県立天草高等学校� 会議室�

３� 出席者�

����� 運営指導委員�

� � � 市川� 聡夫（熊本大学理学部長）�

� � � 渡邉� 重義（熊本大学教育学部准教授）�

� � � 田丸� 俊一（崇城大学工学部教授）�

� � � 草積� � 久（天草市役所経済部部長）�

� � � 渥美� 欣也（�株�デンソー新事業推進部担当部長）�

� � � 飯村� 直亮（熊本日日新聞社天草総局総局長）�

� � � 田口� 洋一郎（熊本県立教育センター指導主事）�

����� 管理機関�

� � � 牛田� 卓也�

（熊本県教育庁教育指導局高校教育課長）�

� � � 原� � 恭一�

（熊本県教育庁教育指導局高校教育課指導主事）�

����� 天草高等学校職員�

� � � 前田三千治（校長）�

� � � 菅� � � 浩（副校長）�

� � � 緒方� � 稔（教頭）�

� � � 坂本� 秀幸（主任事務長）�

� � � 髙木� 桂史（主幹教諭）�

� � � 松田� 伸也（指導教諭・ＳＳＨ研究部）�

� � � 井上� 博登（ＳＳＨ研究部主任）�

� � � 宮崎� � 一（ＳＳＨ研究部副主任）�

� � � 金子誠一郎（第２学年主任・ＳＳＨ研究部）�

� � � 尾池� 美知（第１学年主任）�

� � � 松上� 康子（事務主査・ＳＳＨ研究部）�

����� 天草高等学校科学部生徒�

� � � 福田� 海凪（天草高等学校１年）�

� � � 山下� 鮎人（天草高等学校１年）�

� � � 古田� 詩乃（天草高等学校１年）�

�

４� 議事�

【開会：県教育委員会・指定校校長挨拶】�

牛田� ＳＳＨは平成１４年から始まっており，科学技術

立国を支える人材を育成している。現在全国で２

０３校が指定されている。本県では４校，今年は

１２５校の応募のなかで７７校が指定を受けた。

初めて指定されたのは１３校しかなく，その高い

ハードルを天草高校が超えて指定された。�

この天草の地で多くの大学などの研究機関・産業

が発展してきた。この天草の環境を活かしながら，

今後の研究開発が進んでいくと思われる。�

天草高校は熊本市内から離れており，地理的には

不利である。これを逆に活かして子どもたちを育

てていきたい。大学等は遠いが，自然は近い。豊

かな自然のあるこの地域で，研究開発が進むのを

期待する。本県の他の高校などに研究成果を還元

できたらよい。今日は，運営指導委員のそれぞれ

の立場からご助言をお願いしたい。�

�

前田� 天草高校全日制は創立１２２年目である。昨年度

の１２０周年記念式典で講演をした平田氏は電波

時計のしくみについての特許をはじめとする様々

な特許をもっている。こんな素晴らしい方が講演

してくださった。こんな生徒を育てたいと思い，

ＳＳＨに手を挙げた。�

天草高校にとってＳＳＨは初めての指定なので不

安に思っている職員がいる一方，ＳＳＨでやりた

い事があり，希望に燃える職員もいる。本日は適

切に助言をいただけるとありがたい。�

�

【天草高校からの報告・説明①：科学部発表】�

福田� 発光の周期性からみるホタルのコミュニケーショ

ンについて発表する。�

天草にはゲンジボタルとヘイケボタルがいるが，

今回はゲンジボタルについて研究した。５月下旬

にゲンジボタルの発光について観察に行き，一度

光ってから次に光るまでストップウォッチで測

った。５個体のホタルについて調べ，３秒前後の

間隔で発行するのを確認した。さらに，飼育して

発光を見たが，野外と違ってうまく発光しなかっ

た。�

発光間隔が２秒なのが西日本型のホタル。４秒な

のが東日本型，その他，３秒の中間型もいる。天

草は発光間隔が２秒の西日本型が普通だが，私が

発見したのは３秒間隔のホタルだった。西日本３

秒型が熊本と佐賀にいるのが確認されているが，

南九州３秒型は初めての発見だ。�

今後遺伝子について調べると共通性が分かるは

ず。もっと観察する個体数を増やして遺伝子を調

べ，研究を深めていきたい。�

�

＜質疑＞�

渡邉� 今年６月に自分の目で見たのか。ホタルの密度に

よって発行パターンが変わったりしたか。まばら

の時に３秒なのか，ぐっと集まったときに３秒だ

ったのか�

福田� 録画したもので確認した。個体１つについて３秒

を確認した。２つの個体で発行が同調することを

確認できた。密度との関係については確認してい

ない。�

市川� ３秒はビデオで確認したとあるが，再生速度が遅

くなってはいないか？� 間隔をどこまでの精度で

測る必要があるのかによって測り方が変わる。ど

れくらいの精度で測ったのか。３秒というのはど

れくらいの精度だったのか聞きたい。�

福田� ２．８秒から３秒を超えるところまでを３秒とし

た。�

市川� 間隔の秒数で種が違うということを調べるならば，

前もってどれくらいの精度で測るのかを考えてい

るとよいのでは。�

田口� この研究をしようと思ったきっかけを。�

福田� ホタルは天草では身近な存在で，時期になれば簡

単に観察することができる。そのホタルについて

興味を持って調べていくうちにもっと調べたくな

ったので研究した。�

田口� 他の地域のホタルの発光間隔が２秒とか３秒とか

というが，どのようにして調べたのか。�

福田� 文献で調べた。�

田口� 西日本は本来２秒なのに，３秒間隔のホタルを見

つけたときどのように感じたか。�

福田� 他の地域では３秒型のホタルは，入ってきた時代

が違うなどの理由があった。天草のホタルが３秒

型であるのにはどのような理由があるのか気にな

った。�

田丸� ２秒間隔のホタルはいなかったのか。�

福田� 私が観察したのは３秒間隔だった。�

田丸� 飼ってみて発光周期について調べたとあるが，発

光の同期はどうだったのか。�
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かる。中学校の手法を高校に適用しようとすると，

学ぶ量が多いので考える時間が少なくなる。知識

伝達の部分を反転授業で行って，考察する時間を

授業中に多くできればよいと考えている。�

渡邉� 新しいことに挑戦するのは良いことなので，その

中からよいものを見つけてほしい。�

市川� ＡＳクラスはいまあるのか。�

井上� まだない。�

市川� 希望者は今何人か。�

井上� 予備調査の段階で３０人である。この３０人を九

州大学臨海実験所での実習に連れていく。臨海実

験所近くには珍しい地形があり，そこで実験を行

う。１年生対象である。�

�

＜科学系イベントについて＞�

市川� 今のところ，この資料に書いてあるものに参加す

るのか。�

宮﨑� 愛媛で行われる地質学会でポスター発表する。熊

本大学で行われる生物学会にもぜひ参加したい。�

�

＜成果の公表・普及について＞�

飯村� 成果をどのようにアウトプットするかの手法が大

事。韓国土坪高校との交流・マレーシアとの交流

は，マスコミからするとワクワクする印象を想起

させるような話だ。ＳＳＨのひとつひとつの取組

を細かく取材するのは難しいが，海外などとの取

組など，はたから見て興味を持てるようなものが

あれば，ＴＶとか新聞とかも飛びついてくると思

う。内容をどのように外部に発信するかをつねづ

ね考えながらやってほしい。�

市川� 成果の発信は生徒の「やってよかった」感につな

がるので頑張ってほしい�

井上� ホームページは頻繁に更新しているが，視聴が少

ない。関係者は見るが，そうでない人は見ない。

ＨＰよりも，IDFHERRN の方が拡散は速い。情報の

周知にはいろんな方法がある。まずは天草に伝え

たい。ホームページ以外でも何か方法を考えたい。�

市川� ソーシャルメディアは有効だがセキュリティにも

気を付けてほしい。�

�

＜まとめ＞�

市川� 皆さまから様々なご意見をいただいた。天草とい

う立地のメリット・デメリットをどのように活用・

克服するかを考えてほしい。天草ならではの課題

を解決するような取り組みを行い，天草というフ

ィールドを活かしてほしい。地域性がデメリット

にならないように遠隔授業を活用してほしい。最

後に，生徒がＳＳＨを「やってよかった」と思え

るように進めてほしい。�

�

【閉会：指定校校長・教育委員会挨拶】�

前田� 本日は貴重なご意見ありがとうございました。�

科学部生徒の発表を心配していたが，一人でここ

まで動いていたことをうれしく思った。教育にと

って３００年ぶりの激動の時代，２０世紀型の教

育（一斉・マニュアル）ではなく，人間の感性と

か発想が大切であるように思う。自分で課題を見

つけて解決していく力を身につけさせたい。ＳＳ

Ｈを機会に，本校職員がこれからの教育について

いろいろ考えていることをうれしく思う。�

ＳＳＨを不安に思っている職員がいる。また，楽

しみに思っている職員もいる。ＳＳＨをきっかけ

に本校教育が変わっていくのを期待している。今

日はありがとうございました。�

�

牛田� 今日はありがとうございました。�

� � � これからの５年間の着実な一歩が踏み出せた。こ

れまでもＳＳＨにかかわってきており，子どもた

ちが変容していく姿を見てきた。必ず社会に出て

から役に立つ変容だった。�

大学入試も変わってきている。大学入試基本テス

トにおける数学のモデル問題もＳＳＨでやって

いることにつながっている。ＳＳＨの向いている

方法はこれからの大学入試につながっている。�

県教委として天草高校のＳＳＨを応援していき

たい。県内にはＳＳＨだけでなく，ＳＧＨやＳＰ

Ｈもあるので合同発表などを実施したい。運営指

導委員の皆様におかれましては，これからも支援

をお願いしたい。本日はありがとうございました。�

�

�

�

�

� �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�

�

ンケートなどをとって）や，最初から５年後の変

容をしっかりと積み上げていってほしい。�

渡邉� 子どもたちは天草という島にいるので，島外に出

るような積極的なアクティビティーを行ってほし

い。�

評価については，アンケートも有効だが，ポート

フォリオも有効である。発表の様子やノートなど

のいろいろな資料を取っておいて，個別にどう変

わっていったかを追っていくことができれば，子

どもの変化が分かる。子どもたちのいろいろな成

果物を残しておくとよいと思う。�

また，来年 � 月に熊本大学で生物の発表会がある

のでぜひ発表してほしい。�

草積� 市役所では，水産業・農業・ドローンの講義をさ

せていただいた。天草の課題についての講義を受

ける前と後では，農業・漁業・災害などについて

の課題意識が広がったと聞く。この課題をどのよ

うに解決するのかという議論を今後していただき

たい。�

市川� この連続講義はＳＳＨの計画段階で考えていたの

か。�

井上� 申請するときにすでに連続講義の内諾は得ていた。�

生徒は一人ひとりファイルを持っていて，今まで

の資料をため込んでいる。�

市川� 今後とも地域と連絡を密に取っていただきたい。�

�

＜国内外の連携について＞�

市川� 遠隔授業についてはどのような計画で動いている

か。�

井上� 天草サイエンスは火曜の６・� 限に行っている。

その中の１０分程度で遠隔授業ができないか考え

ている。生徒の課題研究中に専門的な知識や助言

が必要なとき，私が大学等に連絡を取って，時間

を決めて遠隔通信で助言をいただいたりできない

かと考えている。遠隔授業ではダメで，本物（実

物）をみないと分からないときは研究室訪問を行

いたい。�

田丸� 遠隔授業は技術的に可能だ。あまり専門的な話を

せず，ヒントを与える感じで，１０分程度気軽に，

こまめにできればよい。あまり難しいことではな

く，ちょっと気になったところについて話をする

のが良い。�

井上� ポスターセッションの発表を見ていただいて，助

言をいただくのもできるかもしれない。�

市川� 設備は整っているか。�

井上� 現状の設備で VN\SH ならばできる。ただ，速度が

遅い。新たに光通信をひいて，遠隔授業や反転授

業の動画配信などもやっていきたい。今は見積も

りの依頼中である。�

前田� 研究するフィールドの中に学校があるのは本校の

メリット，大学が遠いのがデメリット。研究室訪

問にしょっちゅうは行けない。だから遠隔授業で

アドバイスをいただきたい。遠隔「授業」となっ

ているが，１０分程度でいいので大学などから助

言をいただくことで，大学などとさらに近づいて

いきたい。�

田丸� 天草サイエンスでの研究についてアドバイスがほ

しいときに遠隔授業を使うのか。�

井上� はい。�

田丸� 子どもたちが「やってよかった」という研究をし

てほしい。そのためには，相談に乗る側があまり

求めすぎてもいけない。助言についてどこまで求

めるのかをすり合わせる必要がある。研究につい

ての１年後の着地点をみんなで共有すべきだ。�

井上� 楽しめるものを研究してほしい。失敗してもよい

と生徒には伝えている。担当教諭にも「つなぐ」

「進める」「一緒に楽しんでほしい」と伝えている。

来年の天草サイエンスⅡになれば専門的になる。�

田丸� 現在は定員を割っていると聞く。定員を大きく超

えるような天草サイエンスにしてほしい。�

VN\SH を用いて英語でディスカッションをするよ

うになるとよいのではないか。�

市川� 着地点を共有するのは大切なことだ。�

渡邉� メールで研究者とやり取りするのは考えているか。�

井上� 今のところは考えていないが，将来そのようにな

るのではないかと思っている。最初は私が間に入

るが，その後は子どもたちが直接連絡を取り合う

ことも考えられる。そうなれば大学の先生にご迷

惑をかけるかもしれない。�

渡邉� VN\SH とメールのどちらが迷惑かは人次第。VN\SH

だとその場にいなくてはならないが，メールは時

間に縛られない。また，メールを扱うことで，メ

ールリテラシーを学ぶ機会にもなるのではないか。�

井上� 企業などと遠隔通信を行うことは可能か。�

渥美� 我々は愛知県と遠隔で会議する。同じ通信方法で

会議を行うことは可能だ。�

�

＜基礎学力について＞�

松田� 本校ではＡＬ型授業がとても進んでいる。また，

授業評価を行っており，その中で職員の授業の変

容についても調べることができる。�

田口� たくさんの授業を互いにみるような取り組みをし

てほしい。�

反転授業について教えてほしい�

井上� 予習のための解説動画を��分程度事前に\RXWXEH

で配信する。生徒はそれを見て予習をして授業に

臨む。通常の予習では予習が難しいものが，動画

を見ることで予習がしやすくなる効果がある。ま

た，動画だと何度も見返すことができる。教室で，

子どもたちが授業の前に予習についての会話をし

ている。反転授業を行うことで，本来ならば自宅

で行う応用問題を授業中に行うことができる。�

田口� 生徒の反応は。�

井上� おおむねよかった。�

市川� 撮影方法は。�

井上� パソコン画面をスマートフォンで録画しながら，

同時に音声を録音した。動画が見られなかった生

徒がいたが，改善可能。繰り返し視聴する場面は

生徒によって違った。�

宮﨑� 先日参加した 1(:�('8&$7,21�(;32 では，「普通に

反転授業をやっている」という話を聞いて驚いた。

関西ではかなり進んでいるようだ。今後理科でも

できないかと模索している。�

渡邉� ＳＧＨ指定の学校で，理科の反転授業をやってい

る話を聞いている。知識伝達型ではなく判断力と

か表現力などを育成するためといっている。�

今の学校は流行りに流される傾向がある。大事な

のは主体的に学ぶことであって，反転授業がすべ

てではない。ＡＬというが，小学校の授業はみな

ＡＬだ。小中からの連続性で，仮説を考えたり，

実験したり，その結果から考察する・・・という

流れを大事にしてほしい。極端にならずバランス

をとっていただきたい。�

宮﨑� 中学校に勤務したことがあるので，その様子はわ

－
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� ４� アンケート結果集計�

� ⅰ）自然科学アンケート集計結果（４段階評価）�

�

� �

�

1 1�5 2 2�5 3 3�5 4
1 あなたは、数学が好きですか。
2 あなたは、理科が好きですか。

5あなたは、将来、理科や数学�理系分野�に関する仕事をしたいですか。
� 自然科学（理科や数学）の知識が必要な職業を選ぶとすれば、あなたはどの分野の職業を望みますか。

� あなたの生活の中で、数学は役に立っていますか。
� あなたの生活の中で、理科は役に立っていますか。

� あなたは、科学技術が、社会にとって有益であると思いますか。
1� あなたは、サイエンス＆テクノロジーに対する夢や期待を持っていますか。

11 あなたは、未知の世界や最先端の科学技術に興味がありますか。
12 あなたは、身のまわりの自然現象を科学的に�理科や数学に当てはめて�考えますか。

13 あなたは、科学技術の進歩や発展に関するテレビ番組や雑誌・ホームページなどを見ますか。
14 あなたは、実験やフィールドワークが面白いですか。

15 あなたは、学ぶことが楽しいと感じていますか。
1� あなたは、わからないことがあると自分で調べますか。

1� あなたは、自分の技能や知識を他人のために役立てたいと思いますか。
1� あなた自身が、科学技術の進歩や発展に取り組みたいと思いますか。

1� あなたは、国際的な分野で活動する仕事がしたいと思いますか。
2� あなたは、物事を分析し論理的に思考することができますか。

21 あなたは、途中で失敗しても、自分で工夫して最後まで到達しようとしますか。
22 あなたは、科学技術の進歩や発展に伴って生じた問題について知っていますか。

23 あなたは、科学技術の発展に伴って生じた問題に対して取り組む意欲がありますか。
24 あなたは、科学的な実験や観察をする能力があると思いますか。

25 あなたは、自然科学に関する原理や法則を理解する能力があると思いますか。
2� 大学や研究機関は、あなたにとって、『身近な存在』と思いますか。

2� 自分の生活や社会の中、環境の中からいろいろな問題を探し出している。
2� 自分と違う考えを持った友だちと協力して問題を解決している。

2� 自分で自分の将来を切り拓くように行動している。
3� 健やかで豊かな未来をつくるように行動している。

31 調べて分かったことと、今まで学習したことしたことなどを結びつけて、自分の考えを持つことができる。
32 自分の考えと他の人の考えを比べたり、結びつけたりして、よりよい答えや考えを創り出している。

33 問題を調べているうちに、もっと調べたいと思ったことを見つけ出し、自分から進んで学び続けている。
34 目的に応じて、必要な情報・形・音・デジタルなどを集めたり、それらを使って表したりすることができる。

35 目的に応じて、言葉を使って話したり、聞いたり、書いたりすることができる。
3� 目的に応じて、計算したり、グラフや表などを読み取ったりしながら、問題を解決することができる。

3� 疑問に思ったことや不思議に思ったことなどから、自分で問題を立てて調べることができる。
3� 授業の目標や課題について，自分なりに考えたり，予想したりしている。

3� 疑問に思ったことや分からないことは，いろいろな方法やインターネットなどで調べることができる。
4� 問題や課題について、ペアやグループの友だちと協力して解決することができる。
41 調べて分かったことなどをまとめて、相手に分かりやすく発表することができる。

42 授業でさまざまなことを知ることや理解すること，解決できることをうれしく思う。
43 応用問題やむずかしい問題に出合うと，今まで学習したことを使って解いてみようと思う。

44 先生や友だちから認めてもらったりはげましてもらったりすると、もっとがんばろうという気持ちになる。
45 話し合いの時間で，友だちの考えを聞いて，それに対して，教えたり，アドバイスをしたりしている。

4� 友だちと学び合うとき、伝えたいことをうまく伝えることができる。
4� 友だちと学び合うとき、自分の考えの間違いに気付いて正しい考えに直すことができる。

4� 友だちと学び合うとき、自分の考えと友だちの考えを比べて、いろいろな考えのよさに気付くことができる。
4� 友だちと学び合うとき、友だちの考えを聞いて、組み立てていた自分の考えをもう一度組み立て直すことができる。

5� 友だちと学び合うとき、自分の考えや友だちの考えをつなぎ合わせながら、新しい考えを創り出すことができる。
51 ASⅠを履修することで、地域課題に対する視野が広がったと思いますか。

52 ASⅠの活動の中で、他者と協働する力が高まったと思いますか。
53 ASⅠの課題研究の過程で、大学や外部機関との連携が解決に役立ちましたか。

54 ASⅠを履修することで、ポスター発表やプレゼンテーション能力が向上しましたか

自然科学アンケート
第１回 第２回 第３回

�
2�
4�
��
��

1��

4時間以下 ５〜８時間 ９〜12時間 １３時間以上

数学学習量（１週間合計）
第1回 第2回 第3回

���

�
2�
4�
��
��

1��

4時間以下 ５〜８時間 ９〜12時間 １３時間以上

理科学習量（１週間合計）
第1回 第2回 第3回

���

�

5�

数学 物理 化学 生物 地学 わからない

どの分野の職業を選択するか
第1回 第2回 第3回���
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  ⅱ）SSH意識調査（上段：職員、下段：保護者） 

 

 

Q2:今年度のＳＳＨ事業をどの程度知っていますか

Q3:SSH事業に携わりましたか

Q4:SSH事業成果の広報に有効であると思うもの（※複数選択可）

Q1:天草高校のＳＳＨ研究開発課題を知っていますか

Ｈ２９年度　職員による天草高校SSH意識調査アンケート集計結果

H30.2月実施

91%

9%

全体

知っている 知らない

93%

7%

1学年職員

知っている 知らない

60%19%

21%
0%

全体

70%以上 50%～70% 1%～50% 0%

86%

14%
0%0%

1学年職員

70%以上 50%～70% 1%～50% 0%

53%47%

全体

携わった 携わっていない

100%

0%

1学年職員

携わった 携わっていない

63.8

40.4

61.7

72.3

70.2

46.8

38.3

71.4

64.3

71.4

57.1

78.6

50

42.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

学校の説明

生徒の説明

SSH通信

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

新聞

天草ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

SNSによる発信

全体 1学年職員

SSH事業に携わった

と答えた先生方は次

の通りです。

①ASⅠ担当者

②科学部顧問

③SSH研究部職員

全職員が携われる機

会を多くするなど、

体制を整えたいと思

います。

研究成果の広報はSSH事業に含まれます。SSH

通信の数値が高く、発行して良かったと思いま

す。

１学年職員は「生徒の説明」に対して高い数値

となっています。これは、課題研究の内容を生

徒自身が外へ発信することが大事であるという

想いと、それだけの価値があると判断されたの

ではないかと分析しています。

SNSによる発信は、効果があると思いますので

模索します。

Q5:生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか

Q6:生徒の科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか

Q7:天草高校ＳＳＨ事業に求めること

Q8:SSHが指導力向上に役立つと思いますか

25%

47%

26%
2%

全体

大変向上 向上 やや向上 効果なし

43%

36%

21%
0%

1学年職員

大変向上 向上 やや向上 効果なし

23%

47%

28%
2%

全体

大変向上 向上 やや向上 効果なし

43%

36%

21%
0%

1学年職員

大変向上 向上 やや向上 効果なし

25%

43%

23%

9%

全体

大変思う 思う 少し思う 思わない

43%
57%

0%0%

1学年職員

大変思う 思う 少し思う 思わない

25.5
53.2

61.7
59.6

40.4
17

59.6
31.9

40.4
34

14.9
21.3

14.9

35.7
57.1
57.1

64.3
42.9

28.6
71.4

42.9
57.1

35.7
21.4

28.6
21.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

理科や数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義や講演会

大学や研究所、企業などでの体験学習

地域課題を解決するための課題研究

自然科学系コンテストへの参加

人文科学系コンテストへの参加

プレゼンテーション能力育成

英語で発表する能力を高める学習

他校との交流

海外の生徒との交流

海外の生徒との共同研究

海外の大学や研究所などの訪問

国際学会やシンポジウムへの参加

全体 1学年職員

回答への御協力ありがとうございました

1学年職員は、ASⅠで初めて課題研

究に携わった先生がほとんどでした。

先行研究や仮説、検証、そしてプレゼ

ンテーションと、私たち教師にとって

も必要な取り組みが行われることで、

自然と指導力向上が見込めるのだと思

います。

SSH事業が生徒の役に立っ

ているかという問いを先生

方目線で考えていただきた

く質問しました。

事業に携わることによっ

て、生徒たちに良い効果が

出ているといった結果と読

み取れます。

特に、１学年職員の高い評

価を得ることができまし

た。連続講義や探究活動に

よって伸ばせる力だといえ

ます。

他校との交流は、発表会などでの交流以

外ができませんでした。天草には、近く

に工業、農業、食品、水産を専門とする

高校があり、同じようなことを研究して

いるものもあります。この点は、来年度

改善に向かいます。

Q1:天草高校がＳＳＨの指定校であることを知っていますか

Q2:天草高校のＳＳＨ研究開発課題を知っていますか

Q3:今年度実施・参加したＳＳＨ事業をどの程度知っていますか

Q4:天草高校のSSH事業を知ったきっかけは何ですか（※複数選択可）

Ｈ２９年度　保護者による天草高校SSH意識調査アンケート集計結果

91%

9%

全体

知っている 知らない

99%

1%

1年

知っている 知らない

84%

16%

2年

知っている 知らない

50%50%

全体

知っている 知らない

67%

33%

1年

知っている 知らない

37%

63%

2年

知っている 知らない

1%
9%

77%

13%

全体

70%以上 50%～70% 1%～50% 0%

2%
15%

78%

5%

1年

70%以上 50%～70% 1%～50% 0%

1%
3%

76%

20%

2年

70%以上 50%～70% 1%～50% 0%

68.1

76.1

60.5

33.4

49.4

21.4

26.5

34.4

20.0

12.5

12.8

12.3

7.9
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SSH指定校となったことに対する認知度は非常に高いものでした。研究課題は「地域の豊かな自然環境の中で多様な能力を身に付

け世界に飛躍する科学技術人材の育成」です。ポイントは、「地域を科学」「多様な能力」「世界に飛躍」。そして、そのための

特色ある教育課程を開発します。わかりやすく述べると「サイエンスの宝島天草から世界へ」となります。

アンケートにある項目を見て初めて知った事業も多かったかと思います。今年度実施したものは来年度も同じ時期に継続して実施

する予定です。ホームページやＳＳＨ通信で随時公開していきます。

４月の天草学連続講義が熊本日日新聞と読売新聞、８月の九大臨海実験所研修が熊本日日新聞と読売

新聞、１２月のプログラミング講座が熊本日日新聞に掲載されました。また、４月の天草学連続講義

と１２月のプレゼンテーション講演会、プログラミング講座を天草ケーブルネットワークの「天草

日々の話題」で取り上げていただきました。新聞やケーブルテレビを通して、地域の方々に広く広報

し、地域を科学した研究の成果を公表していきたいと考えています。

SSH通信は1月までに6号、ホームページにSSHのページを立ち上げ、1月までに更新

を45回行いました。まだ一度も見たことがない方は、ぜひ一度ご覧ください。今後も

タイムリーに更新していきます。

※3年生の保護者様の回答は全体に含めています

Q5:お子様の科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか

Q6:お子様の科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか

Q7:天草高校ＳＳＨ事業に求めること

全体回答割合が２０％を超えている６つの項

目に関しては、今年度も実施をしています。

海外生徒との交流も土坪高校との交流で実現

できました。これらは、さらなる改善を目指

し計画を立てていきます。

残りの６項目に関しては、開発途中です。し

かし、実現できれば生徒にとって貴重な経験

となるものばかりです。今後も模索していき

ます。
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保護者の方から見て、講演会等で得た興味関心を学習意欲に継続してつなげることは難しいようです。刺激を受けたその日は良い

のですが…と、保護者の方からよく聞きます。SSHの講演会は、生徒たちの将来をイメージしながら講師を選定しています。ド

ローンや３Ｄプリンターが校内にあるのですが、生徒たちの方が扱い方が上手いです。そういった体験も刺激になっているようで

これからの社会で誰もが必ず求められる力がこの２項目です。保護

者の方もそう感じておられるのだと思います。今年度の取組で感じ

たことですが、この２つは意欲を持ち、練習すると確実に上達でき

ます。SSHにより、以前より格段に練習及び実践の機会が増えま

した。どんどん挑戦して力を付けてほしいです。

海外に関する取組はあまり望まれていない、もしくは身近ではないといった感じでしょうか。

海外を視野に入れた活動自体を天草高校で実行できれば、天草全体にとっても海外が身近なも

のになるのではないでしょうか。来年度から海外研修がスタートする予定です。この点に関し

ては、様々な挑戦が可能であり現在模索中です。

回答の御協力ありがとうございました。
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５� 課題研究一覧�

����� プログラミング授業どう思う？� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【教育】�

����� 保育園・幼稚園の子ども自身が楽しめる教育とは� � � � � � � � � � � � � � ��【教育】�

����� 天草の雑節で作る夢のラーメン開発� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【食品】�

����� 柑橘系商品開発� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【食品】�

����� 天草大王で天草ＰＲ�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ��【食品】�

����� 地域の直営販売所でも購入できる天草の新銘菓をつくる� � � � � � � � � � � �【食品】�

����� 現代社会と社会福祉� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【福祉】�

����� 天草の観光の課題と利点から考える新しい観光の取り組みの発案� � � � � � � �【経済】�

����� 歴史ファンを観光客として呼び寄せるための天草歴史学� � � � � � � � � � � �【経済】�

����� 天草を売り込み隊� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【経済】�

����� 天草の観光業を盛り上げるための新しいプランの提案� � � � � � � � � � � � �【経済】�

����� 天草の活性化に向けて…� スマホのゲームアプリ『2&($16� $0$.86$』を作る��� � � �【経済】�

����� 交通と観光の関係について� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【経済】�

����� 海の家を作ろう��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【起業】�

����� キリスト教と弾圧� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【国際】�

����� イタリアから学ぶ天草の観光� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【国際】�

����� キリスト教がどのように天草へ伝えられたのか� � � � � � � � � � � � � � � �【国際】�

����� 全国各地の方言の違い� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【言語】�

����� シュードコリシスチスについて探る� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【バイオ】�

����� 藻の食品化について� ～みんなの健康を守る藻戦隊 6HD�:HHGV～�� � � � � � �【バイオ】�

����� ハクセンシオマネキの住む環境と性質� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【水産】�

����� 御所浦の観光資源について� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【水産】�

����� 天草の水産業がどのように関係し、観光業を支えているのか� � � � � � � � � ��【水産】�

����� 地球温暖化と天草の海� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【水産】�

����� 養殖業のこれから� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【水産】�

����� )8785(�)25�7+(�+,28*,*$,～ヒオウギガイの未来～�� � � � � � � � � � � � � �【水産】�

����� 天草の自然を生かしたリップクリーム作り� � � � � � � � � � � � � � � � � �【医療】�

����� 高齢化が進む天草の看護師が考える医療の課題と向き合うためにできることは� �【医療】�

����� 天草で作られるものを利用し石鹸を作る� � � � � � � � � � � � � � � � � � �【医療】�

����� 天草で増加中…マダニの恐怖� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【医療】�

����� 海産物に発生する食中毒菌と増殖原因、また、増殖防止法� � � � � � � � � �� � � � � � � � � �【医療】�

����� 蚊を寄せ付けないための方法� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【医療】�

����� 潮流発電と波力発電のハイブリッド発電� � � � � � � � � � � � � � � � � � �【工学】�

����� 三県架橋の実現について� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【工学】�

����� 建築物の強度を測る研究� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【工学】�

����� 蛇についての調査� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【生物】�

����� まるでコケ⁉オレンジ色のモコモコの謎に迫る！� � � � � � � � � � � � � � � 【生物】�

����� 天草の赤潮の発生条件� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【環境】�

����� 水耕栽培の可能性� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【農学】�

����� 御所浦で発見された世界最大の生痕化石の研究� � � � � � � � � � � � � � � �【生物】�

����� 避難経路の実態� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【防災】�

����� 小学生のスマホ調査� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【教育】�

�

科学部 �� 天草のゲンジボタルについて� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【生物】�

科学部 �� 水草の光合成自動調節� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �【生物】�

科学部 �� 謎の生痕化石を描いた生物とは�"�� � � � � � � � � � � � � � � � � �� �【地学】�

科学部 �� 珪藻・花粉分析を用いた有明海の海水準変動および古環境の解明� � � � � �【地学】�
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